
【様式第1号】

自治体名：常滑市

会計：一般会計等 （単位：円）

科目名 金額 科目名 金額

【資産の部】 【負債の部】

  固定資産 84,077,445,770   固定負債 28,520,464,566

    有形固定資産 78,722,010,503     地方債 20,237,512,429

      事業用資産 44,900,160,014     長期未払金 5,454,996,241

        土地 34,294,282,999     退職手当引当金 2,321,271,000

        立木竹 -     損失補償等引当金 -

        建物 38,478,942,058     その他 506,684,896

        建物減価償却累計額 -29,301,885,617   流動負債 3,121,666,190

        工作物 931,637,579     １年内償還予定地方債 2,005,197,341

        工作物減価償却累計額 -604,020,802     未払金 470,876,518

        船舶 -     未払費用 -

        船舶減価償却累計額 -     前受金 -

        浮標等 -     前受収益 -

        浮標等減価償却累計額 -     賞与等引当金 224,013,193

        航空機 -     預り金 263,465,815

        航空機減価償却累計額 -     その他 158,113,323

        その他 1,363,606,064 負債合計 31,642,130,756

        その他減価償却累計額 -724,852,439 【純資産の部】

        建設仮勘定 462,450,172   固定資産等形成分 86,648,669,770

      インフラ資産 32,983,469,123   余剰分（不足分） -30,810,125,990

        土地 13,025,770,192

        建物 3,672,491,881

        建物減価償却累計額 -2,271,761,499

        工作物 67,541,287,896

        工作物減価償却累計額 -49,150,483,082

        その他 -

        その他減価償却累計額 -

        建設仮勘定 166,163,735

      物品 2,571,599,336

      物品減価償却累計額 -1,733,217,970

    無形固定資産 145,426,114

      ソフトウェア 122,682,560

      その他 22,743,554

    投資その他の資産 5,210,009,153

      投資及び出資金 242,662,084

        有価証券 -

        出資金 242,662,084

        その他 -

      投資損失引当金 -

      長期延滞債権 108,011,731

      長期貸付金 6,100,000

      基金 4,867,695,857

        減債基金 -

        その他 4,867,695,857

      その他 -

      徴収不能引当金 -14,460,519

  流動資産 3,403,228,766

    現金預金 746,865,602

    未収金 85,163,169

    短期貸付金 1,224,000

    基金 2,570,000,000

      財政調整基金 2,570,000,000

      減債基金 -

    棚卸資産 -

    その他 -

    徴収不能引当金 -24,005 純資産合計 55,838,543,780

資産合計 87,480,674,536 負債及び純資産合計 87,480,674,536

貸借対照表
（令和2年3月31日現在）



【様式第2号】

自治体名：常滑市

会計：一般会計等 （単位：円）

    その他 -

純行政コスト 18,269,166,614

    その他 373,359

  臨時利益 33,384,095

    資産売却益 33,384,095

    資産除売却損 350,106,204

    投資損失引当金繰入額 -

    損失補償等引当金繰入額 -

純経常行政コスト 17,952,071,146

  臨時損失 350,479,563

    災害復旧事業費 -

  経常収益 1,988,434,359

    使用料及び手数料 455,368,458

    その他 1,533,065,901

      社会保障給付 3,975,672,412

      他会計への繰出金 3,378,606,849

      その他 6,084,176

        その他 71,047,507

    移転費用 9,998,533,005

      補助金等 2,638,169,568

      その他の業務費用 331,851,311

        支払利息 246,319,280

        徴収不能引当金繰入額 14,484,524

        維持補修費 584,203,016

        減価償却費 1,916,498,803

        その他 683,480

        その他 747,239,176

      物件費等 5,799,236,590

        物件費 3,297,851,291

        職員給与費 2,605,713,109

        賞与等引当金繰入額 224,013,193

        退職手当引当金繰入額 233,919,121

  経常費用 19,940,505,505

    業務費用 9,941,972,500

      人件費 3,810,884,599

行政コスト計算書
自　平成31年4月1日
至　令和2年3月31日

科目名 金額



【様式第3号】

自治体名：常滑市

会計：一般会計等 （単位：円）

科目名 合計 固定資産等形成分 余剰分(不足分)

前年度末純資産残高 52,753,217,409 83,742,669,836 -30,989,452,427

  純行政コスト（△） -18,269,166,614 -18,269,166,614

  財源 19,222,743,920 19,222,743,920

    税収等 15,020,605,744 15,020,605,744

    国県等補助金 4,202,138,176 4,202,138,176

  本年度差額 953,577,306 953,577,306

  固定資産等の変動（内部変動） 920,432,153 -920,432,153

    有形固定資産等の増加 2,614,922,519 -2,614,922,519

    有形固定資産等の減少 -2,454,601,793 2,454,601,793

    貸付金・基金等の増加 1,268,363,237 -1,268,363,237

    貸付金・基金等の減少 -508,251,810 508,251,810

  資産評価差額 -198,726,215 -198,726,215

  無償所管換等 2,184,293,996 2,184,293,996

  その他 146,181,284 - 146,181,284

  本年度純資産変動額 3,085,326,371 2,905,999,934 179,326,437

本年度末純資産残高 55,838,543,780 86,648,669,770 -30,810,125,990

純資産変動計算書
自　平成31年4月1日
至　令和2年3月31日



【様式第4号】

自治体名：常滑市

会計：一般会計等 （単位：円）

前年度末歳計外現金残高 256,322,682

本年度歳計外現金増減額 7,143,133

本年度末歳計外現金残高 263,465,815

本年度末現金預金残高 746,865,602

    その他の収入 -

財務活動収支 -652,404,089

本年度資金収支額 7,129,992

前年度末資金残高 476,269,795

本年度末資金残高 483,399,787

  財務活動支出 2,547,924,089

    地方債償還支出 2,006,936,518

    その他の支出 540,987,571

  財務活動収入 1,895,520,000

    地方債発行収入 1,895,520,000

    貸付金元金回収収入 117,464,000

    資産売却収入 221,380,881

    その他の収入 157,007,925

投資活動収支 -2,087,412,111

【財務活動収支】

    貸付金支出 117,178,000

    その他の支出 -

  投資活動収入 1,265,859,833

    国県等補助金収入 502,188,138

    基金取崩収入 267,818,889

【投資活動収支】

  投資活動支出 3,353,271,944

    公共施設等整備費支出 2,178,459,919

    基金積立金支出 1,057,634,025

    投資及び出資金支出 -

  臨時支出 -

    災害復旧事業費支出 -

    その他の支出 -

  臨時収入 -

業務活動収支 2,746,946,192

  業務収入 20,673,680,628

    税収等収入 15,007,706,655

    国県等補助金収入 3,699,950,038

    使用料及び手数料収入 455,971,392

    その他の収入 1,510,052,543

    移転費用支出 9,998,533,005

      補助金等支出 2,638,169,568

      社会保障給付支出 3,975,672,412

      他会計への繰出支出 3,378,606,849

      その他の支出 6,084,176

    業務費用支出 7,928,201,431

      人件費支出 3,728,847,152

      物件費等支出 3,882,054,307

      支払利息支出 246,319,280

      その他の支出 70,980,692

資金収支計算書
自　平成31年4月1日
至　令和2年3月31日

科目名 金額

【業務活動収支】

  業務支出 17,926,734,436



１．重要な会計方針

(１)有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法

①有形固定資産・・・取得原価

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。

ア．昭和59年度以前に取得したもの・・・再調達原価

ただし、道路、河川及び水路の敷地においては備忘価額１円としています。

イ．昭和60年度以後に取得したもの

取得原価が判明しているもの・・・取得原価

取得原価が不明なもの・・・・・・再調達原価

ただし、取得価額が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。

②無形固定資産・・・取得原価

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。

取得原価が判明しているもの・・・取得原価

取得原価が不明なもの・・・・・・再調達原価

(２)有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法

①満期保有目的有価証券・・・償却原価法（定額法）

②満期保有目的以外の有価証券

ア．市場価格のあるもの・・・会計年度末における市場価格（売却原価は移動平均法により算定）

イ．市場価格のないもの・・・取得原価（又は償却原価法（定額法））

③出資金

ア．市場価格のあるもの・・・会計年度末における市場価格（売却原価は移動平均法により算定）

イ．市場価格のないもの・・・出資金額

(３)棚卸資産の評価基準及び評価方法

該当事項なし

(４)有形固定資産等の減価償却の方法

①有形固定資産（リース資産を除く）・・・定額法

なお、主な耐用年数は以下のとおりです。

建物 15年～50年

工作物 ８年～80年

その他 ４年～10年

物品 ３年～17年

②無形固定資産（リース資産を除く）・・・定額法

（ソフトウェアについては、庁内における見込利用期間（５年）に基づく定額法によっています。）

③リース資産

ア．所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

（リース期間が１年以内のリース取引及びリース契約１件あたりのリース料総額が300万円以下のファイナンス・リース取引を除く）

・・・自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法

イ．所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

・・・リース期間を耐用年数とし、残存価値をゼロとする定額法

(５)引当金の計上基準及び算定方法

①投資損失引当金

該当事項なし

②徴収不能引当金

未収金については、過去５年間の平均不能欠損率（又は個別に回収可能性を検討し）、徴収不能見込額を計上しています。

長期延滞債権については、過去５年間の平均不能欠損率により（又は個別に回収可能性を検討し）、徴収不能見込額を計上しています。

長期貸付金については、過去５年間の平均不能欠損率により（又は個別に回収可能性を検討し）、徴収不能見込額を計上しています。

③退職手当引当金

期末自己都合要支給額を計上しています。

④損失補償等引当金

該当事項なし

⑤賞与等引当金

翌年度６月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見込額について、それぞれ本会計年度の期間に対応する

部分を計上しています。

(６)リース取引の処理方法

①ファイナンス・リース取引

通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。

②オペレーティング・リース取引

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。

(７)資金収支計算書における資金の範囲

現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物（常滑市資金管理方針において、歳計現金等の保管方法として規定した預金等をいいます。）

なお、現金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資金の受払いを含んでいます。

(８)その他財務書類作成のための基本となる重要な事項

①物品及びソフトウェアの計上基準

物品については、取得価額及び見積価格が50万円以上の場合に資産として計上しています。

ソフトウェアについても物品の取扱いに準じています。

②資本的支出と修繕費の区分基準

資本的支出と修繕費の区分基準については、金額が60万円未満であるとき、又は固定資産の取得価額等のおおむね10％未満相当額以下であると

きに修繕費として処理しています。

２．重要な会計方針の変更等

該当事項なし

注記
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３．重要な後発事象

(１)主要な業務の改廃

該当事項なし

(２)組織・機構の大幅な変更

該当事項なし

(３)地方財政制度の大幅な改正

該当事項なし

４．偶発債務

(１)保証債務及び損失補償債務負担の状況

　他の団体（会計）の金融機関等からの借入債務に対し、保証を行っています。

（単位：円）

損失補償等引当金
計上額

貸借対照表
未計上額

0 0 152,800,000 152,800,000

0 0 152,800,000 152,800,000

(２)係争中の訴訟等

該当事項なし

５．追加情報

(１)財務書類の内容を理解するために必要と認められる事項

①一般会計等財務書類の対象範囲は次のとおりです。

一般会計

常滑駅周辺土地区画整理事業特別会計

②地方自治法第235条の５に基づき出納整理期間が設けられている会計においては、出納整理期間における現金の受払い等を終了した後の係数を

もって会計年度末の係数としています。

③地方公共団体の財政の健全化に関する法律における健全化判断比率の状況は、次のとおりです。

実質赤字比率 －%
連結実質赤字比率 －%
実質公債費比率 12.4%
将来負担比率 111.0%

(２)貸借対照表に係る事項

①減債基金に係る積立不足額 該当事項なし

②基金借入金（繰替運用） 該当事項なし

③地方交付税措置のある地方債のうち、将来の普通交付税の算定基礎である基準財政需要額に含まれることが見込まれる金額

22,242,709,770 円

④地方公共団体の財政の健全化に関する法律における将来負担比率の算定要素は、次のとおりです。

標準財政規模 13,689,342 千円

元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 1,731,578 千円

将来負担額 49,109,033 千円

充当可能基金額 5,984,093 千円

特定財源見込額 10,304,873 千円

地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額 19,536,083 千円

⑤地方自治法第234条の３に基づく長期継続契約で貸借対照表に計上されたリース債務金額 664,798,219 円

(４)純資産変動計算書に係る事項

純資産における固定資産等形成分及び余剰分（不足分）の内容

①固定資産等形成分

固定資産の額に流動資産における短期貸付金及び基金等を加えた額を計上しています。

②余剰分（不足分）

純資産合計額のうち、固定資産等形成分を差し引いた金額を計上しています。

(５)資金収支計算書に係る事項

①基礎的財政収支 1,695,668,497 円

②既存の決算情報との関連性

収入（歳入） 支出（歳出）

24,278,353,112円 23,302,230,782円

102,977,144円 95,699,687円

476,269,795円 0円

0円 500,000,000円

△70,000,000円 △70,000,000円

23,835,060,461円 23,827,930,469円

・ 地方自治法第233条第１項に基づく歳入歳出決算書は「一般会計」を対象範囲としているのに対し、資金収支計算書は「一般会計等」を対象範囲としているため、

歳入歳出決算書と資金収支計算書は一部の特別会計（常滑駅周辺土地区画整理事業特別会計）分相違します。

・ 歳入歳出決算書では繰越金を収入として計上しますが、公会計では計上しないため、その分だけ相違します。

・ 実質収支額のうち地方自治法第233条の2の規定による基金繰入額については、支出として資金収支計算書上に計上しているため、相違します。

・ 会計間の取引の相殺を行っているため、相違します。

③資金収支計算書の業務活動収支と純資産変動計算書の本年度差額との差額の内訳

資金収支計算書

業務活動収支 2,746,946,192 円

投資活動収入の国県等補助金収入 502,188,138 円

未収債権額の増加（減少） 19,221,379 円

減価償却費 △1,916,498,803 円

賞与等引当金繰入額（増減額） △4,445,447 円

退職手当引当金繰入額（増減額） △77,592,000 円

徴収不能引当金繰入額（増減額） 853,315 円

その他臨時損失 △373,359 円

資産除売却益（損） △316,722,109 円

純資産変動計算書の本年度差額 953,577,306 円

④重要な非資金取引

該当事項なし

会計間の繰入れ・繰出しの相殺

資金収支計算書

計

歳入歳出決算書

財務書類の対象となる会計の範囲の相違に伴う差額

繰越金に伴う差額

地方自治法第233条の2の規定による基金繰入額

常滑土地改良区

団体（会計）名 確定債務額

履行すべき額が確定していない損失補償債務等

総額
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